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こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
進
む
道
は
、
世
界
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
そ
れ
は

再
び
交
わ
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の

時
に
、
鳥
羽
商
船
高
専
の
卒
業
生
・
修
了
生

と
し
て
自
信
に
満
ち
た
再
会
を
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

友
達
を
大
切
に
し
、
自
分
の
命
、
家
族
の

命
、
周
り
の
人
々
の
命
を
大
切
に
し
て
、
今

後
取
り
組
む
べ
き
仕
事
で
社
会
に
貢
献
さ
れ

る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
恐
れ
ず
に
弛

ま
ず
に
、
希
望
と
い
う
輝
く
星
に
向
け
て
そ

れ
ぞ
れ
の
針
路
を
セ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
の
人
生
の
御
安
航
を
切
に
お
祈
り
し

て
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
九
月
二
十
三
日

「
ご
き
げ
ん
よ
う
！
」

意
訳
す
れ
ば
、「
帆
船
と
海
は
強
い
精
神
と

肉
体
の
船
乗
り
を
作
る
。」

　

昨
今
の
海
運
界
で
は
、
帆
船
教
育
に
対
し

て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
が
散
見
さ
れ
ま
す

が
、
帆
船
教
育
を
41
年
前
に
受
け
た
実
習
生

の
一
人
と
し
て
、
太
平
洋
を
仲
間
と
と
も
に

帆
船
で
往
復
し
た
こ
と
は
、
い
ま
だ
に
忘
れ

え
ぬ
出
来
事
で
、
こ
の
象
徴
的
な
見
出
し

” A
 w

ooden ship builds iron seam
en .”

が
以
後
の
船
員
お
よ
び
社
会
人
と
し
て
の
私

の
生
き
方
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な
り
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
は
帆
船
実
習
を
含
む
12
ヶ
月
の
乗

船
実
習
を
立
派
に
成
し
遂
げ
ら
れ
、” iron 

seam
en”  

の
仲
間
に
な
り
、
強
靭
な
精
神

と
肉
体
を
我
が
物
と
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、

今
後
の
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
で
遺
憾
な
く

そ
の
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

こ
の
強
靭
な
精
神
と
肉
体
の
「
強
さ
」
に

は
、「
正
し
さ
」
と
「
優

し
さ
」
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

自
分
を
守
り
、
家
族
を

守
り
、
周
囲
の
人
々
を
守

る
「
正
し
さ
」
と
「
優
し

さ
」
を
持
っ
た” iron 

seam
en”

は
、
周
り
の

人
々
を
照
ら
し
続
け
ま

す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
、
本
当
の
意
味
で
、
こ

れ
か
ら
海
図
の
な
い
人
生
の
遠
洋
航
海
に
出

ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
Ｕ
Ｗ
旗
の
ほ
か
に
、

私
が
困
っ
た
時
に
い
つ
も
思
い
出
す
こ
と
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

41
年
前
の
１
９
７
８
年
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア　

カ
ナ
ダ
建
国
二
百
周

年
に
招
か
れ
た
旧
日
本
丸
は
１
９
７
８
年
6

月
16
日
に
49
日
を
か
け
て
太
平
洋
を
横
断

し
、
カ
ナ
ダ
国
ビ
ク
ト
リ
ア
港
港
外
に
錨
泊

し
ま
し
た
。
続
い
て
バ
ン
ク
ー
バ
ー
港
・
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
シ
ア
ト
ル
港
に
着
桟
し
、
多

く
の
市
民
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
当
地
の

新
聞
記
事
に
、
当
時
の
中
澤
船
長
が
答
え
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
第
一
面
を
飾
り
、
そ
の
見

出
し
が
次
の
フ
レ
ー
ズ
で
し
た
。

A
 w

ooden ship builds iron 
seam

en.

直
訳
す
れ
ば
、「
木
の
船
は
、
鉄
の
船
乗
り

を
作
る
。」

　

本
日
こ
こ
に
、
ご
来
賓
な
ら
び
に
保
護
者

の
皆
様
の
ご
出
席
の
も
と
、
令
和
元
年
度
、

鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
「
商
船
学
科
卒
業

証
書
授
与
式
」
な
ら
び
に
専
攻
科
「
海
事
シ

ス
テ
ム
学
専
攻
修
了
証
書
授
与
式
」
を
と
り

行
い
、
わ
が
国
の
産
業
を
担
っ
て
い
く
、
新

鮮
で
有
能
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
本
校
教
職
員
・
在
校

生
一
同
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
上
な
い
喜
び

で
す
。

　

本
日
、
商
船
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
航
海

コ
ー
ス
十
三
名
、
機
関
コ
ー
ス
十
七
名
の
皆

さ
ん
は
、
五
年
六
月
の
高
等
教
育
の
課
程
を

修
了
し
、
準
学
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
専
攻
科
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

を
修
了
さ
れ
た
二
名
の
皆
さ
ん
は
、
本
科
を

卒
業
後
、
こ
の
二
年
間
で
さ
ら
に
高
度
な
専

門
知
識
を
修
得
さ
れ
、
大
学
改
革
支
援
・
学

位
授
与
機
構
の
審
査
に
も
合
格
し
、
学
士
の

称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
・
修
了

生
の
皆
さ
ん
の
今
日
に
至
る
ま
で
の
努
力
を

称
え
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
を
物
心
両
面

か
ら
支
え
て
来
ら
れ
た
保
護
者
・
ご
家
族
の

皆
様
に
も
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

令
和
元
年
度
商
船
学
科
卒
業
証
書
授
与
式

並
び
に
専
攻
科
（
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
）
修
了
証
書
授
与
式

校
長　

林
　
祐
司
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し
ま
す
。

　

今
年
の
Ｊ
科
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
力
を
入
れ
て
い

る
た
め
か
、
授
業
を
自
習
時
間
に
し
て
好
き
な
勉
強
を
さ
せ

て
み
て
も
、
パ
ソ
コ
ン
を
取
り
出
し
て
や
っ
て
い
る
姿
が
目

に
つ
き
ま
す
。
学
科
の
特
色
が
表
れ
、
新
し
い
学
科
が
で
き

た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
将
来
が
楽
し
み

で
も
あ
り
ま
す
。

　

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
（
Ｊ
科
）
は
電
子
機
械
工
学

科
（
Ｍ
科
）
と
制
御
情
報
工
学
科
（
Ｉ
科
）
が
学
科
改
組
に

よ
り
本
年
度
４
月
に
誕
生
し
、
80
名
が
入
学
し
ま
し
た
。
80

名
１
ク
ラ
ス
で
は
な
く
40
名
の
ク
ラ
ス
が
２
つ
Ａ
、
Ｂ
に
分

か
れ
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
80
名
が
１
つ
の
教
室
で
受
け
て
い

る
授
業
も
あ
り
ま
す
が
、
Ａ
、
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
同
一
科
目
は
同

じ
教
員
が
担
当
し
て
お
り
、
数
学
も
そ
の
１
つ
で
す
。
担
任

教
員
が
異
な
る
た
め
か
Ａ
と
Ｂ
で
独
自
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
数
学
の
授
業
に
関
し
て
は
、
こ
の
２
つ
の

ク
ラ
ス
ど
ち
ら
と
も
静
か
に
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。
試
験
を
行
っ
て
み
て
も
、
各
ク
ラ
ス
の
平

均
は
ほ
ぼ
同
じ
で
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
Ｊ
科
に
限
ら

ず
、
数
学
に
関
し
毎
年
思
う
の
で
す
が
、
自
分
の
考
え
を
人

に
説
明
す
る
際
の
説
明
能
力
に
欠
け
て
い
る
学
生
が
多
い
こ

と
で
す
。
数
学
の
解
答
と
い
え
ど
も
日
本
語
の
文
章
で
す
。

式
を
ど
の
よ
う
に
変
形
し
て
、
そ
の
解
答
に
至
っ
た
の
か
説

明
を
書
か
ず
、
式
の
羅
列
を
書
い
て
終
わ
り
。
さ
ら
に
計
算

を
頭
の
中
で
行
っ
て
答
え
だ
け
書
く
の
で
見
直
す
と
き
も
ど

こ
で
間
違
っ
て
い
る
の
か
も
検
算
で
き
な
い
。
書
い
た
本
人

は
当
然
わ
か
っ
て
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
採
点
す
る
人
は
そ

の
人
の
頭
の
中
で
考
え
て
い
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
面

倒
な
こ
と
と
思
っ
て
も
詳
し
く
書
く
こ
と
が
大
事
で
、
そ
れ

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
早
道
で
す
。
今
年
の
Ｊ
科
の

皆
さ
ん
に
は
そ
の
こ
と
を
早
く
悟
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

　

２
０
１
９
年
４
月
に
立
ち
上
げ
た
情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工

学
科
で
す
が
、
80
名
の
一
斉
授
業
を
実
施
、
学
生
自
身
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
授
業
で
の
活
用
（
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
）
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
本
校
で
は
、
未
体
験
の
こ
と
が
ら
も
多
い
の
で
す

が
、
学
生
た
ち
の
意
識
も
高
く
、
教
職
員
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
順
調
な
門
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に
はY

ahoo

が
主
催
す
るH

ackU

名
古
屋
大
会
、
大
阪
大
会
に
も
参
加

し
、
名
古
屋
大
会
で
は
優
秀
賞
（
２
位
）
を
収
め
る
な
ど
、

こ
れ
か
ら
益
々
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

後
期
に
入
り
電
気
電
子
基
礎
や
機
械
工
学
基
礎
の
授
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
中
学
時
代
か
ら
慣
れ

親
し
ん
で
利
用
し
て
き
た
学
生
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
電
気
電
子
や
機
械
の
勉
強
は
全
く
未
知
の
領
域
に
入
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
が
育
て

る
技
術
者
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
こ
と
は
分
か
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
電
気
電
子
や
機
械
と
の
連
携
を
進
め
ら
れ
る
人
材

で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
と
ど
ま

ら
ず
、
実
際
の
も
の
が
動
い
た
感
動
を
味
わ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
モ
ノ
を
開
発
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
で
は
、
公
式
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー

ジ
の
他
、Facebook

を
利
用
し
た
情
報
配
信
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

https ://w
w
w
. facebook. com

/T
obaJohoK

ikai/

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
長

江
崎
　
修
央

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
近
況

一
般
教
育
科
准
教
授
兼
教
務
主
事
補

西
川
　
雅
堂

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
授
業
に
つ
い
て
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令
和
元
年
9
月
の
商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
の
卒
業
生
は
17

名
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
就
職
が
15
名
、
進
学
が
3
名
で
し

た
。
就
職
は
、
海
上
就
職
が
12
名
、
陸
上
就
職
が
2
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
上
就
職
の
内
訳
は
、
外
航
が
2

名
、
内
航
が
11
名
で
す
。
外
航
は
、
商
船
三
井
オ
ー
シ
ャ
ン

エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
Ｊ
Ｘ
オ
ー
シ
ャ
ン
に
各
1
名
で
し
た
。
内

航
は
、
内
海
曳
船
に
2
名
、
商
船
三
井
フ
ェ
リ
ー
、
福
寿
船

舶
、
鹿
児
島
船
舶
、
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
リ
ン
、
上
野
ト
ラ
ン
ス

テ
ッ
ク
、
浪
速
タ
ン
カ
ー
、
琵
琶
湖
汽
船
、
グ
リ
ー
ン
シ
ッ

ピ
ン
グ
に
各
1
名
で
し
た
。
陸
上
就
職
は
、
電
脳
交
通
、
飛

島
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
に
各
1
名
で
し
た
。
進
学
は
、
東
京
海
洋

大
学
、
神
戸
大
学
、
鳥
羽
商
船
高
専
専
攻
科
に
そ
れ
ぞ
れ
1

名
ず
つ
で
す
。
卒
業
生
の
う
ち
、
1
級
海
技
士
（
機
関
）
筆

記
試
験
に
2
名
が
合
格
し
、
2
級
海
技
士
（
機
関
）
筆
記
試

験
に
7
名
が
合
格
し
て
お
り
、
卒
業
生
の
半
数
以
上
が
国
家

試
験
に
合
格
し
て
い
ま
す
。
年
々
、
外
航
へ
の
就
職
が
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
外
航
へ
就
職
す
る
卒
業
生
は
2
名
と
も

1
級
海
技
士
の
筆
記
試
験
に
合
格
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果

か
ら
も
、
船
舶
職
員
と
し
て
就
職
す
る
に
は
、
資
格
取
得
が

重
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

海
上
就
職
を
希
望
す
る
在
校
生
の
皆
さ
ん
は
、
就
職
活
動

が
始
ま
る
（
4
年
生
の
春
休
み
）
ま
で
に
、
海
技
士
国
家
試

験
に
合
格
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
仮
に

就
職
で
き
た
と
し
て
も
、
上
級
免
状
を
取
得
し
な
け
れ
ば
昇

進
で
き
ま
せ
ん
。
仕
事
を
し
な
が
ら
の
資
格
取
得
は
大
変
で

す
。
学
生
の
う
ち
に
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
最
善
策
と
認

識
し
、
学
生
生
活
を
楽
し
み
つ
つ
、
勉
学
に
も
励
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
の
令
和
元
年
9
月
卒
業
生
は
13
名

で
す
。
こ
の
う
ち
就
職
が
9
名
、
進
学
が
4
名
と
な
り
ま
し

た
。
海
運
会
社
か
ら
の
求
人
は
、
昨
年
と
比
較
し
て
外
航
内

航
と
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
以
下
に
、
進
路
の
内
訳
を
示
し
ま
す
。

　

就
職
は
海
上
就
職
が
8
名
、
陸
上
就
職
が
1
名
と
な
り
ま

し
た
。
海
上
は
、
中
央
海
運
、
東
京
汽
船
、
商
船
三
井
フ
ェ

リ
ー
、
商
船
三
井
オ
ー
シ
ャ
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
ウ
ィ
ン
グ

マ
リ
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
、
イ
イ
ノ
ガ
ス
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
、

山
友
汽
船
、
鶴
見
サ
ン
マ
リ
ン
に
各
1
名
が
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
陸
上
は
、
新
日
本
検
定
協
会
に
1
名
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
進
学
は
、
本
校
専
攻
科
に
1
名
、
東
京
海
洋
大
学
海
洋

工
学
部
に
2
名
、
神
戸
大
学
海
事
科
学
部
に
1
名
と
な
り
ま

し
た
。
大
学
は
、
何
れ
も
三
年
次
へ
の
編
入
学
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
専
攻
科
海
事
シ
ス
テ
ム
学
修
了
生
は
2
名
で
、
旭

タ
ン
カ
ー
、
Ｊ
Ｒ
九
州
高
速
船
に
就
職
し
ま
し
た
。
専
攻
科

修
了
生
は
、
何
れ
も
航
海
コ
ー
ス
出
身
で
す
。

　

今
年
は
陸
上
就
職
者
が
1
名
お
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年

の
傾
向
と
し
て
、
航
海
コ
ー
ス
は
本
科
、
専
攻
科
と
も
ほ
ぼ

全
員
が
海
上
就
職
に
就
い
て
お
り
ま
す
。
三
級
海
技
士
の
養

成
施
設
と
し
て
の
使
命
は
果
た
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
在
校
生
の
み
な
さ
ん
も
先
輩
に
続
く
よ
う
、
よ

り
一
層
勉
学
に
励
み
、
自
身
の
夢
を
つ
か
ん
で
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

商
船
学
科
長
兼
航
海
コ
ー
ス
主
任

片
岡
　
高
志

商
船
学
科　
機
関
コ
ー
ス
の
就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
主
任

窪
田
　
祥
朗

商
船
学
科　
機
関
コ
ー
ス
の
就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
電
子
機
械
工
学
科
5
年
生
は
33
名
で
す
。
そ
の

内
8
名
が
進
学
、
25
名
が
就
職
を
希
望
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進

路
に
向
け
て
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
10
月
の

時
点
で
、
進
学
希
望
者
は
8
名
全
員
、
就
職
希
望
者
は
24
名

の
進
路
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

進
学
先
と
し
て
は
、
千
葉
大
学
1
名
、
豊
橋
技
術
科
学
大

学
2
名
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
2
名
、
本
校
専
攻
科
3
名
と

な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
学
生
も
こ
れ
ま
で
に
学
ん
で
き
た

知
識
を
生
か
し
て
、
機
械
ま
た
は
電
気
系
の
学
科
か
ら
、
推

薦
入
試
で
合
格
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
就
職
先
の
業
種
は
、
機
械
装
置
、
電
子
部
品
、
化

学
製
品
、
金
属
材
料
な
ど
の
製
造
業
や
、
電
力
や
鉄
道
、
通

信
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
産
業
、
機
械
や
電
気
、
情
報
分
野
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
企
業
に
お
い
て
、
設
計
や
生
産
技
術
、
保
守
な
ど
の
業

務
に
お
い
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の

学
生
は
推
薦
応
募
で
内
定
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

少
数
な
が
ら
自
由
応
募
で
内
定
を
頂
い
た
学
生
も
い
ま
す
。

　

進
学
と
就
職
の
い
ず
れ
に
し
て
も
、
将
来
の
目
標
が
明
確

で
あ
る
学
生
は
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
路
が
決
定
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
現
在
4
年
生
以
下
の
学
生
は
、
ま
ず

は
将
来
自
分
が
な
り
た
い
姿
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
日
々
の
授
業
や
課
外
活
動
な

ど
に
向
き
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

電
子
機
械
工
学
科
長林

　
　
浩
一

電
子
機
械
工
学
科
の
就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て
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専
攻
科
の
進
路
で
す
が
、
今
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
一
年

生
の
時
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
企
業
へ
応
募
し

た
学
生
が
多
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
半
数
の
学
生

が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
企
業
を
第
一
希
望
と
し
て
い

ま
し
た
。
専
攻
科
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
単
位
認
定
の

た
め
に
は
2
週
間
以
上
の
期
間
が
必
要
と
な
る
た
め
、
じ
っ

く
り
と
実
習
が
行
え
て
、
そ
の
企
業
に
つ
い
て
も
よ
り
深
く

知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
元
々
興
味
が
あ
る
企
業
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
行
く
こ
と
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
結

果
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
一
年
生
も
、
1
人
で

3
社
に
参
加
し
た
り
、
個
人
で
申
し
込
ん
だ
り
し
た
場
合
も

多
く
、
単
位
取
得
の
た
め
と
い
う
よ
り
就
職
を
考
慮
し
て
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

学
生
は
、
以
前
よ
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
重
視
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

今
年
も
、
一
社
目
で
内
々
定
と
な
っ
た
学
生
と
、
決
ま
ら

ず
に
苦
労
す
る
学
生
と
に
別
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
就
職

状
況
が
良
い
時
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
含
め
て
、
早

め
の
準
備
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
の
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
の
全
員
が
就
職
で
、
進

学
者
は
0
人
で
す
。
昨
年
は
、
3
名
が
進
学
し
て
い
ま
す
の

で
、
年
度
ご
と
の
バ
ラ
つ
き
が
多
い
印
象
で
す
。
進
学
も
考

慮
し
て
、
進
路
を
決
め
て
行
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　

本
年
度
の
制
御
情
報
工
学
科
５
年
生
は
40
名
で
す
。
そ
の

う
ち
、
11
名
が
進
学
、
29
名
が
就
職
希
望
で
す
。
進
学
の
う

ち
６
名
は
本
校
専
攻
科
、
５
名
は
大
学
進
学
（
豊
橋
技
術
科

学
大
学
２
名
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
２
名
、
静
岡
大
学
１

名
）
で
、
11
名
全
員
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
就
職
は
公
務
員

希
望
の
１
名
を
除
き
、
全
員
が
企
業
か
ら
内
定
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
就
職
先
を
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
情
報
・
通
信

分
野
と
電
気
・
機
械
分
野
が
半
々
で
す
。
職
種
と
し
て
は
設

計
・
開
発
と
保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
3
割
強
、

生
産
技
術
が
3
割
と
い
っ
た
割
合
で
す
。
3
割
弱
が
県
内
、

7
割
強
が
県
外
企
業
で
す
。

　

制
御
情
報
工
学
科
の
例
年
の
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

次
の
と
お
り
で
す
。
4
年
生
の
12
月
～
１
月
に
か
け
て
学
生

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
2
月
の
中

旬
か
ら
個
人
面
談
を
行
い
ま
す
。
個
人
面
談
で
は
、
希
望
す

る
分
野
や
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
希
望
す
る
地
域
や
学
生
自
身

の
適
性
や
性
格
も
考
え
な
が
ら
話
し
合
い
ま
す
。
そ
の
中
で

第
一
希
望
を
決
定
し
て
い
き
、
３
月
か
ら
順
次
会
社
説
明
会

等
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
、
７
月
上
旬
の
段

階
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
内
定
を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況

で
す
。

　

人
材
不
足
で
売
り
手
市
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り

と
準
備
し
な
い
と
内
定
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
今
後
活
動
す

る
４
年
生
以
下
の
み
な
さ
ん
は
十
分
に
準
備
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

制
御
情
報
工
学
科
長出

江
　
幸
重

制
御
情
報
工
学
科
の
就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て

専
攻
科
長

宮
﨑
　
　
孝

専
攻
科
の
進
路
に
つ
い
て

⃝就職先　中央海運㈱、一般財団法人
新日本検定協会、東京汽船㈱、商船三井
フェリー㈱、商船三井オーシャンエキス
パート㈱、ウィングマリタイムサービス
㈱、イイノガストランスポート㈱、鶴見
サンマリン㈱、鹿児島船舶㈱、浪速タン
カー㈱、グリーンシッピング㈱、内海曳
船㈱、JXオーシャン㈱、上野トランス
テック㈱、ファーストマリンサービス
㈱、㈱電脳交通、福寿船舶㈱、飛島コン
テナ埠頭㈱、琵琶湖汽船㈱、山友汽船㈱
⃝進学先　鳥羽商船高等専門学校専攻
科、東京海洋大学海洋工学部、神戸大学
海事科学部

⃝就職先　ダイキン工業㈱、村田機械㈱、㈱LIXIL、㈱ア
テック、イオンディライト㈱、㈱NTTファシリティーズ、明
石機械工業㈱、中部電力㈱、サントリーグループ、三菱電機
エンジニアリング㈱、第一工業製薬㈱、㈱マイスターエンジ
ニアリング、パワーサプライテクノロジー㈱、㈱ＪＡＬエン
ジニアリング、東芝インフラシステムズ㈱、シンフォニアエ
ンジニアリング㈱、オークマ㈱、旭化成㈱、西日本旅客鉄道
㈱、三菱電機メカトロニクスエンジニアリング㈱、東海交通
機械㈱、パナソニックシステムソリューションズジャパン
㈱、ナブテスコ㈱、東海旅客鉄道㈱、㈱テクモ、㈱アビス
ト、四日市合成㈱、浜松ホトニクス㈱、西日本コベルコ建機
㈱、廣瀬精工㈱、旭電気㈱
⃝進学先　鳥羽商船高等専門学校専攻科、長岡技術科学大
学、豊橋技術科学大学

⃝就職先　パナソニック㈱インダストリアルソリュー
ションズ社伊勢工場、富士ゼロックス三重㈱、美和ロック
㈱、UL Japan㈱、メタウォーター㈱、㈱FIXER、中部電
力㈱、富士通クラウドテクノロジーズ㈱、NTTコムエン
ジニアリング㈱、㈱NTTフィールドテクノ、ダックシス
テム㈱、国際ソフトウェア㈱、㈱NTTネオメイト、パナ
ソニック㈱ライフソリューションズ社津工場、イーウェル
㈱、キヤノン㈱、㈱LIXIL、東芝インフラシステムズ㈱、
オムロンフィールドエンジニアリング㈱、キヤノンシステ
ムアンドサポート㈱、森永乳業㈱中京工場、キクカワエン
タープライズ㈱、シンフォニアテクノロジー㈱
⃝進学先　鳥羽商船高等専門学校専攻科、長岡技術科
学大学、豊橋技術科学大学、電気通信大学
⃝その他　自主就職

平成31年３月及び令和元年９月卒業生進路先一覧（順不同）　令和元年9月30日現在

平成31年３月及び令和元年９月専攻科修了生進路先一覧（順不同）　令和元年9月30日現在

商船学科 電子機械工学科 制御情報工学科

⃝就職先　旭タンカー㈱、JR九州高速船㈱ ⃝就職先　パナソニック㈱インダストリアルソリューションズ社伊勢工場、オムロン㈱、三菱電機メカトロニクス
エンジニアリング㈱、㈱エヌ・ティ・ティ　エムイー、東海旅客鉄道㈱、ヤフー㈱、㈱FIXER
⃝進学先　北陸先端科学技術大学院大学、静岡大学大学院

海事システム学専攻 生産システム工学専攻

就職・進学
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今
年
、
全
国
高
専
で
陸
上
競
技
の
走
高
跳

び
に
出
場
し
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
去
年
は
優
勝
で
き
ず
、
悔
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。「
来
年
こ
そ
は
優
勝
す
る
」
と

い
う
思
い
で
あ
れ
か
ら
練
習
を
し
て
き
ま
し

た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
自
己
新
記
録
を
更
新
で

き
ず
、
調
子
は
い
い
と
は
言
え
な
い
状
態

だ
っ
た
の
で
前
日
ま
で
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

　

競
技
が
始
ま
り
、
自
己
ベ
ス
ト
の
２
０
１

㎝
ま
で
バ
ー
が
上
が
り
3
本
目
の
跳
躍
、
跳

べ
ば
優
勝
と
い
う
場
面
で
し
っ
か
り
跳
べ
た

の
で
、
よ
か
っ
た
で
す
。
今
年
目
標
に
し
て

い
た
記
録
に
は
届
か
な
か
っ
た
の
で
、
嬉
し

い
け
ど
悔
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
次
の
高
さ

は
暑
さ
で
や
ら
れ
、
体
力
が
残
っ
て
な
か
っ

た
の
で
そ
こ
は
課
題

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
跳
躍
に
安
定

感
が
な
く
、
技
術
も

ま
だ
ま
だ
伸
ば
せ
る

と
こ
ろ
が
多
い
の

で
、
1
度
の
優
勝
で

満
足
せ
ず
に
来
年
か

ら
は
よ
り
高
い
記
録

で
優
勝
を
狙
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

　

８
月
２
日
か
ら
宮
崎
市
のK

IRISIM
A

ツ
ワ
ブ
キ
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
「
令
和
元

年
度
全
国
高
等
学
校
総
体
体
育
大
会　

少
林

寺
拳
法
大
会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
男
子
組
演
武
一
組
、
女
子
組

演
武
一
組
の
計
四
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
期

末
試
験
期
間
と
重
な
り
、
あ
ま
り
練
習
時
間

を
取
れ
な
か
っ
た
中
、
自
分
た
ち
で
時
間
を

作
り
、
短
い
練
習
の
中
で
質
の
高
い
練
習
が

で
き
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
全
国
か
ら
各
地
区
を
代
表

す
る
素
晴
ら
し
い
拳
士
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
緊
迫
し
た
空

気
で
し
た
。
私
は
三
年
生
で
、
最
後
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
だ
っ
た
の
で
、
悔
い
の
残
ら
な
い

大
会
に
し
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
出
場

す
る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
練
習
を
し
、
自
分
の
持

て
る
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
を
通
し
て
、
全
国
の
各
地
の

素
晴
ら
し
い
拳
士
の
演
武
を
見
て
、
自
分
た

ち
の
演
武
の
悪
い
と

こ
ろ
が
わ
か
り
、
と

て
も
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
ま
だ
、

こ
れ
か
ら
も
大
会
が

あ
る
の
で
今
回
の
経

験
を
糧
に
さ
ら
な
る

上
達
の
た
め
日
々
精

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
月
16
日
午
後
10
時
半
頃
、
鳥
羽
市
小
浜

町
の
道
路
沿
い
の
海
岸
で
、
助
け
を
求
め
る

男
性
（
当
時
62
歳
）
の
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。
当
時
Ｓ
Ｎ
５
の
塚
原
航
平
く
ん
と
私

は
、
旅
館
で
泊
ま
り
込
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
ま
し
た
。
よ
く
通
る
道
で
し
た
が
、

普
段
と
は
違
う
音
が
し
た
た
め
辺
り
を
見
回

わ
す
と
、
岩
場
に
つ
か
ま
っ
て
助
け
を
求
め

る
男
性
が
い
る
の
を
発
見
し
ま
し
た
。
す
ぐ

に
私
は
救
急
車
を
呼
び
、
塚
原
く
ん
に
は
旅

館
に
あ
る
掛
布
団
を
取
り
に
行
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
間
に
岩
場
ま
で
下
り
、
私
の

上
着
を
着
せ
て
男
性
の
身
体
を
温
め
る
よ
う

擦
り
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
を
待
ち
ま
し
た
。
レ

ス
キ
ュ
ー
隊
到
着
後
、
無
事
男
性
は
救
助
さ

れ
ま
し
た
。

　

男
性
は
発
見
の
一
時
間
ほ
ど
前
に
自
転
車

で
走
行
中
、
海
へ
転
落
し
、
真
冬
で
海
水
温

も
低
か
っ
た
た
め
に
体
温
が
33
℃
ま
で
低
下

し
て
お
り
、
発
見
が
遅
け
れ
ば
命
の
危
険
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
後
日
、
消
防
署
か
ら
表

彰
し
て
頂
き
、
元
気
に
な
っ
た
男
性
と
お
会

い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
緊
急
時
に
落

ち
着
い
て
行
動
し
、
人
命
救
助
に
尽
力
出
来

た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

８
月
上
旬
に
下
校
途
中
、
人
命
救
助
に
携
わ

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
も
同
じ
よ

う
な
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
情

報
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
前
期
期

末
試
験
が
全
て
終
わ
り
、
お
昼
ご
ろ
帰
る
た
め

に
池
の
浦
駅
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
鳥
羽
小

学
校
の
辺
り
で
散
歩
を
し
て
い
る
お
じ
い
さ
ん

を
目
に
し
た
の
で
す
が
、
足
元
が
ふ
ら
つ
い
て

い
て
様
子
が
お
か
し
く
声
を
か
け
よ
う
と
し
た

瞬
間
、
突
然
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
慌
て
て

駆
け
寄
る
と
、
お
じ
い
さ
ん
は
頭
か
ら
血
を
流

し
て
い
て
、「
こ
れ
は
大
変
だ
！
」
と
思
い
、

救
急
車
を
呼
び
ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
で
戸

惑
い
、
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な

か
っ
た
と
こ
ろ
、
お
じ
い
さ
ん
の
知
り
合
い
の

方
が
来
て
、
電
話
の
対
応
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
夏
休
み
明
け
に
お
じ
い
さ
ん
の
息
子
さ

ん
か
ら
「
も
し
遅
れ
て
い
た
ら
危
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。」
と
伺
い
、「
助
か
っ
て
良
か
っ

た
。」
と
安
心
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
で
私
は
尊
い
命
を
救
う
に
は
１

人
１
人
の
行
動
が
大
切
だ
な
と
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
も
し
、
あ
な
た
が
そ
ん
な
場
面
に
遭

遇
し
た
時
、
慌
て
ず
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
て

ほ
し
い
で
す
。 制

御
情
報
工
学
科
３
年

鈴
木　

宙
大

人
命
救
助
に
つ
い
て

学
生
の
活
躍

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
５
年

尾
嵜　

広
夢

人
命
救
助
に
つ
い
て

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
３
年

三
輪　

恭
也

令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会　
少
林
寺
拳
法
大
会

電
子
機
械
工
学
科
３
年

畠
田　

寛
大

第
54
回
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育

大
会
陸
上
競
技
に
つ
い
て
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人
間
は
色
の
微
小
な
濃
淡
変
化
を
捉
え
る
こ

と
が
苦
手
な
の
で
鮮
度
が
低
下
し
て
い
る
の

か
判
断
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
変
化
を
強
調
し
て
表
示
す
る
こ
と
で
鮮
度

の
状
態
を
可
視
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

食
中
毒
や
、
食
品
ロ
ス
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
審
査
員
の
方
々
に
ア
プ
リ
を
体
験

し
て
い
た
だ
く
と
、
多
く
の
方
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
お
褒
め
の
お
言

葉
も
沢
山
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

私
は
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
こ
と
が
初

め
て
で
不
安
で
し
た
。
作
業
に
行
き
詰
ま
る

こ
と
も
多
々
あ
り
、
自
身
の
知
識
、
技
術
不

足
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
先
輩
、
教

員
の
皆
様
に
は
沢
山
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
一
人
で
は
絶
対
に
で
き
な
い
と

て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ア
プ
リ
『
せ
ん
ど
く
ん
』
の
作
成
に
関

わ
れ
た
こ
と
を
と
て
も
光
栄
に
思
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に

こ
の
先
の
学
校
活
動
に
取
り
組
み
た
い
で

す
。

　

ま
た
、
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
本
校
か

ら
出
場
し
た
２
チ
ー
ム
の
作
品
、『
鯛
重
計

de
ラ
ク
し
た
い
』
と
『
木
実
の
名
は
。』
が

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
２
０
１
９
年
9
月
３
日
に
開
催
さ

れ
たYahoo Japan 

主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト
、

Hack U 2019 OSA
KA

大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。Hack U

と
は
学
生
が
プ
ロ
ダ
ク
ト
を

自
ら
企
画
・
開
発
・
発
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
ハ
ッ
カ
ソ
ン
等
の

プ
レ
ゼ
ン
時
間
計
測
の
代
わ
り
と
な
る
、
新

た
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
「
落
と
す
な
時
計
」
を
発

表
し
ま
し
た
。
会
話
や
プ
レ
ゼ
ン
の
内
容
か

ら
聴
衆
の
興
味
深
さ
を
読
み
取
り
、
興
味
深

い
内
容
で
あ
れ
ば
長
い
時
間
を
与
え
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
早
々
に
会
話
を
切
り
上
げ
さ
せ

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
砂
時
計
の
砂
の
落
ち

る
量
を
調
整
し
て
時
間
の
経
過
を
制
御
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
楽
し
い
時
間
を
長
く
す

る
こ
と
が
で
き
、
逆
の
場
合
は
時
間
を
早
く

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
魔
法
の
砂
時
計
を
実

現
し
ま
し
た
。
審
査
員
に
ア
イ
デ
ア
や
技
術

が
評
価
さ
れ
、
見
事
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
今
ま
で
の

経
験
や
技
術
力
を

十
分
に
発
揮
し
、

結
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
た
の
が
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー

の
私
を
最
後
ま
で

支
え
て
く
れ
た
メ

ン
バ
ー
に
感
謝
し

ま
す
。

　

私
た
ち
はHack U  2019  NA

GOYA

に

出
場
し
、
優
秀
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
開
発
し

た
の
は
、com

pass roulette 

と
い
う
Ｇ
Ｐ
Ｓ

の
バ
グ
を
利
用
し
た
ル
ー
レ
ッ
ト
ア
プ
リ
で

す
。
こ
れ
は
、
ス
マ
ホ
の
コ
ン
パ
ス
は
ぐ
る

ぐ
る
回
す
と
方
向
が
狂
い
、
針
が
ラ
ン
ダ
ム

な
方
向
を
指
し
て
し
ま
う
バ
グ
を
利
用
し
た

作
品
で
す
。
こ
れ
を
使
う
こ
と
で
旅
行
先
な

ど
で
優
柔
不
断
な
人
も
行
き
先
を
ス
パ
ッ
と

決
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
コ
ン
パ
ス
の
バ

グ
を
利
用
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
力
が
高
く

評
価
さ
れ
、
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
を
振
り
返
っ
て
、
作
業
し
て

い
く
う
え
で
難
し
か
っ
た
事
や
困
っ
た
事

は
、
ま
だ
習
っ
て
い
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語

を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
こ
と
と
、

作
業
時
間
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
事
で
す
。
作

業
期
間
が
実
質
2
週
間
ほ
ど
し
か
な
く
、
計

画
し
て
開
発
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。
授
業
以
外
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
し
て
仲
間
と
協
力
し
、
一
つ
の
作
品
を

作
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
私
に
と
っ
て
大

き
な
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
だ
け
で

満
足
す
る
こ
と
な

く
、
次
回
は
最
優

秀
賞
が
取
れ
る
よ

う
努
力
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で

お
肉
の
鮮
度
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

『
せ
ん
ど
く
ん
』
と
い
う
ア
プ
リ
を
作
成

し
、
第
７
回
学
生
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ア
プ
リ
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
私

た
ち
は
お
肉
に
含
ま
れ
て
い
る
ミ
オ
グ
ロ
ビ

ン
と
い
う
色
素
タ
ン
パ
ク
質
に
注
目
し
ま
し

た
。
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
は
お
肉
の
鮮
度
状
態
に

影
響
し
、
酸
化
す
る
と
色
が
変
化
し
ま
す
。

制
御
情
報
工
学
科
３
年

中
村　

太
洋

学
生
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
1
年
Ｂ
組

小
畑　

慧
吾

H
ack U

 

名
古
屋
に
参
加
し
て

生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
１
年

佐
伯　

元
規

H
ack U

 2019 O
SA

KA

大
会
最
優
秀
賞

最優秀賞を受賞の記念撮影
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８
月
24
日
か
ら
26
日
に
愛
知
県
碧
南
市
の

勤
労
青
少
年
水
上
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
、
ソ
ー
ラ
ー
＆
人
力
ボ
ー
ト
全
日

本
選
手
権
の
人
力
ボ
ー
ト
部
門
に
５
年
生
３

人
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
人
力
ま
た
は
ソ
ー
ラ
ー
パ

ワ
ー
を
用
い
て
推
進
す
る
手
作
り
ボ
ー
ト
の

レ
ー
ス
で
、
毎
年
夏
に
１
回
日
本
ソ
ー
ラ
ー

＆
人
力
ボ
ー
ト
協
会
の
主
催
で
大
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ト
の
ス
ピ
ー
ド
だ
け

で
な
く
、
ボ
ー
ト
自
体
の
耐
久
性
・
操
縦
性

な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
に
本
校
で
は
、
２
０
０
７
年
か
ら
商
船
学

科
の
鎌
田
先
生
と
そ
の
卒
業
研
究
学
生
達
を

中
心
と
し
た
チ
ー
ム
で
13
年
連
続
の
出
場
と

な
り
、
プ
ロ
ペ
ラ
を
新
た
に
設
計
製
作
し
た

「
カ
マ
テ
ッ
ク
19
号
」
で
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
前
日
は
風
雨
が
強
く
大
会
の
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
暑
い
晴
天

と
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
全
レ
ー
ス
無
事

完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
レ
ー
ス
の

結
果
は
「
学
生
の
部
総
合
優
勝
」
と
、
自
己

新
記
録
の
７
・
８
９
ノ
ッ

ト
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
高
専
生
ら
し

い
ア
イ
デ
ア
と
創
造
力
で

新
た
な
記
録
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
期
待
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

成
し
て
お
ら
ず
、
自
分
の
仕
事
で
あ
る
制
御

も
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
と
か
間
に
合
わ
せ
よ
う
と
夜
遅
く
ま
で
の

作
業
が
続
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト

が
ま
と
も
に
動
い
た
の
は
10
月
に
入
っ
て
か

ら
で
し
た
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
も
、
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
や
教
員
の
協
力
も
あ
っ
て
、
大

会
前
日
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

地
区
大
会
で
は
予
選
リ
ー
グ
を
突
破
し
、
決

勝
リ
ー
グ
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
決

勝
リ
ー
グ
で
は
バ
ス
タ
オ
ル
を
干
す
機
構
が

う
ま
く
動
作
せ
ず
、
全
国
大
会
に
出
場
と
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
区
大
会
ベ
ス
ト

４
＆
デ
ザ
イ
ン
賞
と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
ロ
ボ
コ
ン
を
通
じ
て
、
自
分
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
計
画
性
の
な
さ
を
思
い

知
り
ま
し
た
。
同
時
に
そ
れ
ら
の
大
切
さ

や
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
高
度
な
技
術
や

知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
て
技
術
者
と
し

て
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

優
秀
賞
と
企
業
賞
を
２
つ
、
第
30
回
全
国

高
等
専
門
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
で
私
た
ち
が
収
め
た
成
績
で
す
。
私
た
ち

は
「
と
ば
ま
っ
ぷ
」
と
い
う
、
住
民
情
報
や

施
設
の
位
置
を
地
図
上
に
可
視
化
す
る
こ
と

で
課
題
や
目
標
を
見
つ
け
、
発
見
し
た
問
題

点
の
解
決
策
を
提
案
し
て
く
れ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア

プ
リ
を
作
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
過
去
・
現

在
・
未
来
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

私
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
の
凄
さ
に
気
づ

い
た
の
は
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
も
、
大
会
が

行
わ
れ
た
初
日
で
し
た
。
お
客
さ
ん
や
審
査

員
、
企
業
の
方
が
「
よ
く
で
き
て
る
ね
」
や

「
凄
い
こ
と
を
し
て
い
る
」
と
言
っ
て
く
れ

た
言
葉
で
、
4
月
か
ら
の
半
年
間
頑
張
っ
て

良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て

受
賞
し
た
の
は
優
秀
賞
で
し
た
。
私
は
鳥
羽

商
船
の
４
連
覇
を
果
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ず

悔
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
自
分
を
情
け
な
く
感

じ
ま
し
た
。
し

か
し
、
私
は
貪

欲
に
こ
れ
か
ら

も
研
究
を
続

け
、
技
術
力
の

向
上
と
最
優
秀

賞
を
掴
み
取
る

た
め
頑
張
り
ま

す
。

　

私
は
今
年
で
ロ
ボ
コ
ン
に
携
わ
っ
て
５
年

に
な
り
ま
す
。
今
年
は
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
競
技
内
容
は
洗
濯
物
を
洗
濯
代
か

ら
回
収
し
、
物
干
し
竿
に
干
す
こ
と
で
す
。

洗
濯
物
は
柔
ら
か
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
よ
り
大
き

い
も
の
も
あ
り
扱
い
が
と
て
も
難
し
い
で

す
。
ま
た
、
参
加
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
は
２
台

ま
で
で
、
1
台
は
人
間
が
操
作
し
な
く
て
も

動
く
自
動
ロ
ボ
ッ
ト
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
難
し
い
課
題
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
に
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
ア
イ
デ

ア
が
大
切
で
す
。
私
が
所
属
し
て
い
る
Ｂ

チ
ー
ム
は
5
年
生
が
8
人
の
チ
ー
ム
で
、
内

3
人
が
ロ
ボ
コ
ン
未
経
験
だ
っ
た
の
で
、
ロ

ボ
コ
ン
経
験
者
は
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

て
、
未
経
験
者
は
新
し
い
視
点
で
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
ま
し
た
。
ア
イ
デ
ア
が
ま
と
ま

る
と
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る
た
め
の

ロ
ボ
ッ
ト
設
計
が
始
ま
り
ま
す
。
自
分
た
ち

で
考
え
た
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る
こ
と
は
と

て
も
難
し
い
で
す
が
、
夏
休
み
に
入
る
頃
に

は
ロ
ボ
ッ
ト
の
大
ま
か
な
設
計
は
完
了
し
て

お
り
、
今
年
の
ロ
ボ
コ
ン
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
ロ

ボ
ッ
ト
の
製
作
が
は
じ
ま
る
と
、
8
人
と
い

う
少
な
い
人
数
で
作
業
す
る
の
が
ど
れ
だ
け

大
変
か
を
思
い
知
り
ま
し
た
。
夏
休
み
が
終

わ
っ
た
段
階
で
は
1
台
し
か
ロ
ボ
ッ
ト
が
完

電
子
機
械
工
学
科
５
年
石
山　

拓
矢

ロ
ボ
コ
ン
に
関
わ
っ
て

制
御
情
報
工
学
科
３
年
釜
谷　

優
来

高
専
プ
ロ
コ
ン
で
優
秀
賞

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
5
年市

川　

翔
大

ソ
ー
ラ
ー
＆
人
力
ボ
ー
ト
全
日
本

選
手
権
大
会
２
０
１
９
に
参
加
し
て
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て
教
わ
り
、
日
本
と
の
違
い
や
類
似
点
な
ど

を
知
り
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

私
は
英
語
が
苦
手
で
、
初
め
は
言
い
た
い

こ
と
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
、
聞
き

と
れ
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と
が
何
度
か
あ
り

ま
し
た
が
、
間
違
い
を
恐
れ
ず
積
極
的
に
話

し
か
け
て
た
く
さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
短
い
期
間
で
し
た

が
、
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽

し
さ
を
知
り
、
海
外
に
友
達
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
先
輩
に
た
く
さ
ん
助
ら
れ
、

改
め
て
英
語
の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
も
先
輩
の
よ
う
に
英
語
が
話

せ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
英
語
の
勉
強
を

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
9
月
11
日
か
ら
18
日
行
わ
れ
た
Ｓ
Ｍ

Ａ
鳥
羽
丸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し

た
。
前
半
は
鳥
羽
丸
実
習
や
鳥
羽
、
伊
勢
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
後
半
は
名
古
屋
港
水

族
館
や
ト
ヨ
タ
技
術
記
念
館
な
ど
の
名
古
屋

観
光
を
し
ま
し
た
。

　

SM
A

（Singapore M
aritim

e 
A

cadem
y

）
の
学
生
は
航
海
コ
ー
ス
、
機

関
コ
ー
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

い
ま
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
間
は
航
海
コ
ー

ス
と
機
関
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
私
は
航
海
コ
ー
ス
志
望
な
の
で
航

海
コ
ー
ス
で
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
は

日
本
語
で
話
す
出
入
港
の
号
令
を
英
語
で

行
っ
た
り
、
消
火
器
に
つ
い
て
英
語
で
説
明

し
た
り
と
、
初
め
て
の
体
験
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
名
古
屋

観
光
で
は
、
日

本
の
こ
と
を
英

語
で
説
明
し
た

り
し
て
、
私
自

身
も
日
本
の
こ

と
を
深
く
知
る

き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
の

学
生
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
つ
い

ト
イ
レ
を
世
界
中
に
」・「
７
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

み
ん
な
に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」
の
2
つ
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
安
価
に
か
つ
安
全
に
水
・

電
気
を
提
供
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
な

ど
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
シ
ェ
ア
し
ま
し
た
。

他
高
専
の
仲
間
た
ち
と
共
に
、
日
本
と
は
違
っ

た
環
境
で
こ
の
よ
う
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
日
本
と
の
文
化
の
違

い
を
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
に
行
っ

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
初
日
か
ら
最
終
日
ま
で
毎
日
私
に
と
て
も
親

切
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
学
校
の
宿
題
に
苦
戦

し
て
い
た
私
を
い
つ
で
も
丁
寧
に
難
し
い
単
語

を
分
か
り
や
す
い
単
語
に
変
え
て
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
ブ
ラ

ザ
ー
と
ホ
ス
ト
シ
ス
タ
ー
と
も
日
本
の
遊
び
や

ス
ポ
ー
ツ
を
一
緒
に
す
る
こ
と
で
と
て
も
仲
良

く
な
り
、
と
て
も
充
実
し
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
短
い
時
間
で

し
た
が
、
言
葉
や
文
字
で

は
表
す
こ
と
の
で
き
な
い

く
ら
い
の
楽
し
か
っ
た
思

い
出
や
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
留

学
で
あ
っ
た
す
べ
て
の
出

来
事
が
自
分
に
と
っ
て
何

物
に
も
変
え
ら
れ
な
い
財

産
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
『
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』
と

い
う
官
民
協
働
海
外
留
学
支
援
制
度
を
利
用
し

て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ダ
ニ
ー
デ
ン
に
あ

る
、“ Otago Polytechnic”

と
い
う
総
合
専

門
学
校
へ
18
日
間
の
留
学
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
現
地
で
は
他
高
専
の
学
生
と
共
に
英
会
話

やSDGs

に
関
す
る
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

SDGs

と
は
２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
て
記
載
さ
れ
た

２
０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目

標
で
す
。
持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め

の
17
の
ゴ
ー
ル
・
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら

構
成
さ
れ
，
地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て
取
り
残

さ
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
す
。
学
校
の
授
業

は
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
英
会
話
の

授
業
で
は
、
決
め
ら
れ

た
題
材
に
基
づ
い
て
ス

ピ
ー
チ
を
行
っ
た
り
、

他
高
専
の
学
生
と
英
語

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
時
間
を

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

SDGs

に
関
す
る
授
業

で
は
、SDGs

の
中
で

も
「
６
．
安
全
な
水
と

制
御
情
報
工
学
科
3
年

辻　
  

陸
玖

ス
タ
デ
ィ
ー
キ
ャ
ン
プ 

in  

Ｎ
Ｚ

商
船
学
科
１
年

續
石  

ま
と
い

Ｓ
Ｍ
Ａ
鳥
羽
丸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
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さ
せ
た
せ
い
か
、
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
が
故
障

し
ま
し
た
が
、
応
急
修
理
し
母
港
ま
で
帰

り
ま
し
た
。
他
に
は
、
陸
上
勤
務
時
代
に

海
難
事
故
対
応
や
水
産
高
校
等
で
船
員
に

つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
り
と
、
船
舶
の
運

航
以
外
の
仕
事
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
語
り
足
り
ま
せ
ん
が

残
り
は
、
実
習
や
授
業
の
時
に
お
話
し
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん

に
は
一
味
違
っ
た
教
員
と
し
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
こ
と
は
気

軽
に
何
で
も
質
問
し
て
下
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
と
な
る

本
校
教
職
員
の
方
々
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
海
上
技
術
者
育
成
に
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

２
０
１
９
年
1
月
1
日
付
で
練
習
船
鳥

羽
丸
の
一
等
航
海
士
兼
、
助
教
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
。
冨
山
貴
史
と
申
し
ま
す
。

私
は
本
校
専
攻
科
を
卒
業
後
、
約
10
年

間
、
海
運
会
社
で
海
上
勤
務
や
陸
上
勤
務

と
し
て
船
舶
の
安
全
、
運
航
管
理
業
務
、

人
材
育
成
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

本
校
学
生
の
際
は
、
寮
生
と
し
て
暁
寮

で
生
活
し
、
寮
生
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
し
た
。
暁
寮
寮
歌
復
活
や

新
入
寮
生
歓
迎
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
を
企
画
運
営

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て

は
、
カ
ッ
タ
ー
部
に
所
属
し
高
専
大
会
優

勝
常
連
校
と
し
て
連
戦
連
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
、
海
運
会
社
に
い
た
時
の
お
話

を
少
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
海
上
勤
務

中
に
は
経
験
し
難
い
厳
し
い
状
況
を
体
験

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
東
日
本
大
震
災
の
津

波
で
し
た
。
当
時
、
私
は
三
等
航
海
士
と

し
て
仙
台
港
で
荷
役
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
地
震
発
生
か
ら
直
ち
に
船
長
の
号
令

で
緊
急
出
港
し
、
命
か
ら
が
ら
津
波
を
何

と
か
乗
り
越
え
て
港
外
へ
逃
げ
ま
し
た
。

乗
組
員
は
全
員
無
事
で
一
安
心
し
ま
し
た

が
、
緊
急
出
港
の
為
、
主
機
関
に
無
理
を

新任教職員紹介

商
船
学
科
　
助
教冨

山
　
貴
史

苦
労
を
し
な
が
ら
議
論
を
し
た
人
た
ち

と
、
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
互
い

に
尊
敬
で
き
る
友
人
に
代
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
文
字
通
り
「
昨
日
の
敵
は
今
日
の

友
」
で
す
。

　

研
究
活
動
で
成
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

頃
は
、
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
、
あ
る
言
葉
に
よ
っ
て
心

が
救
わ
れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
読

ん
で
い
た
だ
い
た
あ
な
た
へ
の
一
助
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
、『
座
右
の
銘
』
を
こ

こ
に
記
し
ま
す
。

『
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
、
楽
あ
れ
ば
苦
あ

り
』

『
な
せ
ば
成
る　

な
さ
ね
ば
成
ら
ぬ　

何
事
も　

成
ら
ぬ
は
人
の　

な
さ
ぬ
な

り
け
り
』

　

自
分
で
決
め
た
第
2
の
人
生
で
す
。
結

果
を
恐
れ
ず
、
た
だ
た
だ
全
力
で
走
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

9
月
よ
り
、
情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学

科
の
教
授
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
西

山
延
昌
と
申
し
ま
す
。
40
年
間
企
業
で
磁

気
デ
ィ
ス
ク
装
置
の
電
気
系
の
研
究
・
開

発
を
行
い
、
昨
年
末
退
職
し
ま
し
た
。
還

暦
で
あ
る
今
年
、
第
2
の
人
生
と
し
て
教

職
を
選
び
ま
し
た
。「
風
変
わ
り
な
や
つ
」

と
し
て
御
記
憶
い
た
だ
く
た
め
に
、
出
身

地
と
研
究
活
動
で
得
た
こ
と
と
心
を
救
っ

た
言
葉
の
3
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

出
身
地
は
、
四
国
の
香
川
県
に
あ
る
善

通
寺
市
で
す
。
香
川
県
は
讃
岐
う
ど
ん
で

有
名
で
あ
り
、
善
通
寺
市
は
弘
法
大
師
空

海
の
生
誕
の
地
で
す
。
北
の
多
度
津
は
少

林
寺
拳
法
の
総
本
山
が
あ
り
、
南
の
琴
平

は
金
毘
羅
山
の
本
宮
が
あ
り
ま
す
。
の
ど

か
な
田
舎
で
育
ち
ま
し
た
。

　

40
年
間
の
研
究
活
動
で
得
た
こ
と
は
、

競
い
合
っ
た
世
界
の
研
究
者
・
技
術
者
と

グ
ラ
ス
を
片
手
に
昔
話
が
で
き
た
こ
と
で

す
。
若
い
こ
ろ
は
、
先
の
技
術
を
見
据
え

て
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
必
要
な
研

究
お
よ
び
技
術
開
発
を
死
に
物
狂
い
で
行

い
ま
し
た
。
得
ら
れ
た
成
果
を
国
内
外
の

学
会
で
報
告
し
、
熱
い
議
論
を
交
わ
し
ま

し
た
。
企
業
の
壁
・
言
葉
の
壁
を
越
え
て 情

報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
教
授

西
山
　
延
昌
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私
た
ち
電
子
機
械
工
学
科
４
年
生
は
「
キ
オ

ク
シ
ア
株
式
会
社
四
日
市
工
場
」、「
田
中
貴
金

属
工
業
平
塚
工
場
」、「
ジ
ェ
イ
ペ
ッ
ク
磯
子
カ

ン
パ
ニ
ー
磯
子
火
力
発
電
所
」
を
三
日
間
か
け

て
見
学
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
「
キ
オ
ク
シ
ア
株
式
会
社
四
日
市

工
場
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
キ
オ
ク
シ
ア
は
世

界
で
も
有
数
の
規
模
の
半
導
体
メ
モ
リ
製
造
工

場
で
す
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
な
ど
の
半
導
体

の
製
造
工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
「
田
中
貴
金
属
工
業
平
塚
工
場
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
田
中
貴
金
属
は
金
属
ア
ク

セ
サ
リ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
車
の
事
故

時
に
作
動
す
る
エ
ア
バ
ッ
ク
の
作
動
部
品
な
ど

信
頼
性
が
求
め
ら
れ
る
精
密
な
金
属
部
品
を

作
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
万
が
一
の
時
に
金

属
が
錆
び
て
い
て
作
動
し
な
い
な
ど
の
不
具
合

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
精
密
な
金
属
を
作
っ
て

い
る
会
社
で
す
。

　

３
日
目
は
「
ジ
ェ
イ
ペ
ッ
ク
磯
子
カ
ン
パ

ニ
ー
磯
子
火
力
発
電
所
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

ジ
ェ
イ
ペ
ッ
ク
で
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
電
気
を
作
っ
て
い
る

建
物
を
見
学
し
、
保
守
・

運
転
ま
た
環
境
へ
の
配
慮

の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
工
場
見
学
で

は
、
一
つ
の
製
品
を
作
る

に
あ
た
っ
て
、
た
く
さ
ん

の
人
が
関
わ
り
社
員
の

方
、
皆
さ
ん
が
高
い
意
識

を
も
っ
て
製
品
を
作
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
電
子
機
械
工
学
科
２
年
生
は
10
月

23
日
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
美
和

ロ
ッ
ク
株
式
会
社
の
玉
城
工
場
、
株
式
会
社

村
田
製
作
所
の
八
日
市
事
業
所
の
2
か
所
に

工
場
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
美
和
ロ
ッ
ク
株
式
会
社
に
行
き
ま

し
た
。
現
在
は
国
内
№
１
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

メ
ー
カ
ー
と
し
て
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
工
場
内
で
は
細
か
い
部
品
を
製
造
し
て

い
る
場
所
が
多
く
、
中
に
は
性
能
テ
ス
ト
を

し
て
い
る
場
所
も
あ
り
ま
し
た
。
約
50
科
目

の
検
査
を
行
う
場
所
も
あ
り
、
信
頼
で
き
る

商
品
に
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

　

次
に
向
か
っ
た
の
は
株
式
会
社
村
田
製
作

所
で
す
。
そ
こ
は
総
合
電
子
部
品
を
扱
っ
て

い
る
会
社
で
、
小
さ
な
部
品
を
作
る
こ
と
が

得
意
と
聞
き
ま
し
た
。
工
場
内
の
見
学
も
知

ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
で
す
が
、

こ
の
会
社
の
福
利
厚
生
の
充
実
の
方
に
驚
き

ま
し
た
。
社
員
食
堂
、

寮
、
休
暇
制
度
に
つ
い

て
な
ど
社
員
が
働
き
や

す
い
よ
う
に
環
境
を
整

え
て
く
れ
て
い
る
会
社

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
工

場
見
学
は
会
社
を
知
る

い
い
機
会
に
な
っ
た
の

で
、
行
っ
て
よ
か
っ
た

と
言
え
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
と
な
り
ま
し

た
。

　

私
は
、
9
月
28
日
の
土
曜
日
開
催
の
リ
ー

ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
学
生
会
副
会
長
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
向
上
を
目
的
と
し
た
学
校
行
事
で
、
各
ク
ラ

ブ
の
代
表
者
と
学
生
会
役
員
、
寮
生
会
役
員
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
校
と
の
交
流
を
深

め
る
た
め
に
、
鈴
鹿
工
業
高
専
か
ら
も
６
名
の

学
生
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
前
は
宗
田
美
名
子
先
生
の
「
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
学
生
主
事
の
指
導

の
も
と
、
安
全
講
習
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
学
生
会
の
紹
介
が
あ
り
、
各

ク
ラ
ブ
代
表
と
学
生
会
の
低
学
年
の
役
員
に
ク

ラ
ブ
予
算
の
配
分
の
方
針
に
つ
い
て
学
ん
で
も

ら
う
た
め
、
学
生
会
長
に
よ
る
「
部
費
の
申

請
・
決
算
手
続
き
」
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
鈴
鹿
工
業
高
専
の
学
生
会
の
紹
介

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
リ
ー
ダ
ー
ス
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
、

口
頭
で
情
報
を
伝
え
る
難

し
さ
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
楽
し
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
は
も
ち
ろ

ん
、
救
助
の
難
し
さ
や
重

要
さ
を
深
く
学
び
ま
し

た
。
こ
の
貴
重
な
体
験
を

今
後
も
生
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

鳥
羽
丸
は
、
２
０
１
９
年
6
月
3
日
（
月
）

～
7
日
（
金
）
商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
5
年
生

の
航
海
実
習
に
お
い
て
、「
和
歌
山
県
日
高
港
」

及
び
「
阪
神
港
神
戸
区
中
突
堤
」
に
寄
港
い
た

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
2
単
位
と
な
り
、
鳥
羽
丸
初
の

5
日
間
と
い
う
長
期
航
海
実
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
航
海
実
習
は
、
教
室
で
行
わ
れ
て
い
る

Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
（
電
子
海
図
表
示
装
置
）
講
習
と

リ
ン
ク
さ
せ
て
、「
学
生
自
身
が
航
海
計
画
を
立

て
、
鳥
羽
丸
を
目
的
地
ま
で
航
海
さ
せ
る
」
と

い
う
方
針
で
行
い
ま
し
た
。
学
生
は
就
職
活
動

な
ど
で
忙
し
い
合
間
で
、
協
力
し
な
が
ら
航
路

調
査
や
コ
ー
ス
ラ
イ
ン
を
引
き
、
航
海
計
画
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
航
海
は
、
航
海
コ
ー
ス
小
島
先
生
が
次
席

一
等
航
海
士
と
し
て
乗
船
し
、
3
班
に
分
か
れ

て
夜
航
海
を
含
む
航
海
当
直
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
日
高
港
」
で
は
、
地
元
幼
稚
園
児
や
小
学

生
を
鳥
羽
丸
に
お
招
き
し
、
船
内
一
般
公
開
及

び
体
験
航
海
を
行
い
ま
し
た
。
夜
に
は
学
生
交

流
会
で
和
歌
山
工
業
高
専
と
の
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
「
神
戸
港
」
で
は
、
学
生
主
体
で
計
画
し
た

船
内
一
般
公
開
を
行
い
、
多
数
の
見
学
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
天
候
に
恵
ま
れ
た

４
２
０
マ
イ
ル
の
航
海

で
、
学
生
は
他
で
は
得
る

こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な

経
験
を
得
ら
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

学 校 行 事

鳥
羽
丸
船
長

齊
心
　
俊
憲

練
習
船
鳥
羽
丸
の「
和
歌
山
県
日
高
港
」及
び

「
阪
神
港
神
戸
区
中
突
堤
」寄
港
に
つ
い
て

制
御
情
報
工
学
科
4
年

中
西
　
翔
斗

リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
し
て

電
子
機
械
工
学
科
2
年

坂
本
　
智
之

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

電
子
機
械
工
学
科
４
年

山
下
　
真
輝

工
場
見
学
に
参
加
し
て



編集後記

出前授業一覧出前授業一覧

　令和になって初めての海学祭を、10月26日と27日に開催しました。
　海学祭一週間ほど前になって台風が発生したことで天候が懸念されましたが、前日まで雨が降っていたものの、開催日は両日とも好天に
恵まれました。学生・教職員・学生会役員など多くの方々にご協力いただき、このような素敵な海学祭を開催できたのだと思います。海学祭
実行委員を代表して御礼申し上げます。
　海学祭の準備や運営には毎年多くの学生会役員が携わっていますが、今年の学生会執行部には不安がありました。これまでと比べて上級

生が圧倒的に少なく、指示のできる人材が足りないのではないかと懸念していたのです。去年の実行
委員長の働きを副実行委員長として間近で見てきた私だからこそ、そのように感じたのだと思いま

す。しかし、終わってみると、そうした心配は杞憂でした。下級生が
とても優秀で、上級生の不足を補ってくれました。彼らがこれまで前
任者が指導してきたことを的確に捉えて実行してくれたことで、大き
なトラブルなく海学祭を実施できたのだと思います。
　今年の成果に満足せず、次の海学祭をさらにパワーアップしたもの
にしたいという思いを胸に、来年度に向けて準備を進めていきます。

海学祭実行委員長　山本　一稀

第54回海学祭を開催して

公開講座・出前授業実施
　本校では今年度も、小中学生を対象に学びの機会を提供すること・鳥羽商船の魅力を伝えること
を目的として、公開講座「サイテクランド2019」及び「小学生のためのバレーボール教室」を実
施しました。台風の影響により中止となった講座もありましたが、今年度は、伊勢・鳥羽・志摩地
区を中心に約200名の小中学生に参加していただきました。各講座の受講者は講師の説明を熱心
に聞き、意欲的に講座に取り組んでいました。
　また、出前授業では依頼があった伊勢・鳥羽市内の小中学校等を訪問し、LEGOロボット作成
や、オリジナル下敷き作成など、普段経験することができない授業を体験していただきました。こ
のほかに、鈴鹿市内の中学校２校からの依頼で、上級学校の体験授業として「商船概論」の授業を
行い、進路として商船学科・船に関する仕事を知っていただく良い機会となりました。 IchigoJam でマイコンプログラミング講座

講座名称 開催日時

船員の仕事 in 鳥羽商船（鳥羽クルーズ） 台風接近により中止（７月27日（土））

英語高速学習～中1で英検3級へ～  ８ 月 １ 日（木）～ ８ 月 ６ 日（火）

ソーラーで動くおもちゃ工作  ８ 月 ７ 日（水）

おもしろ理科実験  ８ 月20日（火）

レーザー加工機を用いてオリジナルグッズを作ろう  ８ 月20日（火）

3Dプリンタでオリジナルグッズを作ろう  ８ 月21日（水）

IchigoJamでマイコンプログラミング
（U16プログラミングコンテスト三重大会事前
講習会）

 ８ 月23日（金）
 ８ 月24日（土）

小学生のためのバレーボール教室 10月 ５ 日（土）

講座名称 開催日時

商船概論  ６ 月28日（金）

LEGOロボットを作ろう  ７ 月22日（月）

オリジナル下敷きを作ってみよう  ８ 月 ８ 日（木）

LEGOロボットを作ろう  ８ 月19日（月）

商船概論 10月 ８ 日（火）

ロボット教室 11月 ９ 日（土）

公開講座一覧 サイテクランド in 鳥羽商船高専公開講座一覧

　新学科「情報機械システム工学科」も設立され早９ヶ月。今回も無事、学校だより第91号
を発行するに至り、皆様のご協力に感謝しております。本年もたくさんの学生の活躍があり、
学生活動報告、行事報告と合わせて20件を超える文章を掲載するに至りました。
　まだまだ報告ができなった活躍等もありますが、学校の近況、進路の報告等と合わせてお目
通しいただければ幸いです。（澤田記）

学校だより 91Vol.

独立行政法人国立高等専門学校機構
鳥羽商船高等専門学校　広報・公開委員会「広報誌専門部会」

▲バックナンバー

三重県鳥羽市池上町1番1号　TEL 0599-25-8013　 https://www.toba-cmt.ac.jp
バックナンバーは右のQRコードまたは本校ホームページからご覧ください。

令和元年12月発行

学校通信


